
 

 

図 1 カラム出口ケイ酸濃度(過飽和ケイ酸濃度 20 mM, カラム長さ 1 cm) 図 2 流量比の時間変化 
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処分場周辺の pH変動に起因したケイ酸の析出が核種移行に及ぼす影響を評価するために、充填カラムを使

用した流動場におけるケイ酸析出実験を行った。その結果、ケイ酸の析出量に対して浸透率の低下幅は小

さく見積もられ、充填粒子の内部間隙にも有意に析出している可能性が示唆された。 
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1. 緒言 放射性廃棄物処分場の建設に使用されるセメント系材料によって pH 13程度にまで高アルカリ化

する地下水は、周辺岩盤から主成分であるケイ酸を溶出させる。その一方で、混合や分散により下流域に

おいて地下水の pHは 8程度に低下し、過飽和となったケイ酸が微細流路に析出することが予想される。こ

のような、pH が変動する処分場周辺におけるケイ酸の再分配による核種移行抑制効果を評価するため、流

動場における過飽和ケイ酸の析出に伴う透水性変化を検討した。 

 

2. 実験 流動場におけるケイ酸析出実験では、粒径 75~150 µmのアモルファスシリカ粉末(BET(N2)比表面

積 340 m2/g)を内径 1.5 cmのカラムに充填して多孔質媒体を模擬した。充填部分の長さは 1、2、4 cmとし

た。この充填カラムに、注入直前で過飽和となるように調整した過飽和ケイ酸溶液(pH 8)を、定圧条件にて

およそ 4.5 ml/minで通液し、カラム内の浸透率変化を調べた。過飽和ケイ酸濃度は 5、10、20 mM とした。

また、カラム出口から漏出した溶液のケイ酸濃度を測定し、カラム内に析出したケイ酸量を算出した。 

 

3. 結果と考察 図 1はカラム出口における水溶性ケイ酸濃度とコロイド状ケイ酸濃度、およびカラム内に

おけるケイ酸析出量である。図 1 より、カラム内におけるケイ酸析出が確認された。また、水溶性ケイ酸

は経時的に増加する一方、ケイ酸の析出量は減少する傾向にあった。これは、カラム内の析出可能領域が

減少したためと考えられる。図 2 は析出実験中の浸透率の経時変化であり、時間の経過とともに浸透率が

低下することが確認された。これらの結果はいずれの実験条件においても同様だった。しかし、実験より

得られた浸透率の低下幅は、析出したケイ酸が一次間隙(粒子間)のみを充填すると仮定して Kozeny-Carman

の式を用いて推算した場合に比べて小さく、過飽和ケイ酸が固相の一次間隙のみならず粒子内部の二次間

隙にも有意に析出することが示唆された。 
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